
 

令和４年度 学校教育自己診断より 

 

１ 回収率 

 生 徒  94.9％（56/59）回収  保護者 67.7％（49/59）回収  教 員 98.3％（59/60）回収 

 

２ 満足度 （ ）は R3・R2 

 生 徒 81.3％（80％・75％） 保護者 93.1％（93％・91％） 教 員 86.8％（85％・84％）  

調査は A「そう思う」・B「どちらかといえばそう思う」・C「あまりあてはまらない」・D「まったくあて

はまらない」から選択する方法で行い、Aまたは Bを選択した割合（％）を「満足度」として分析した。 

 

【生徒回答より】 

・「学校に行くのが楽しい」が 11％上昇した。コロナ禍３年目となり、生徒と教員がお互いに感染対策を

しながらの授業や行事を滞りなく進めることができたことも要因と考えられる。 

・R4 年度からの新規項目「学校では、授業や学校行事において、VR や AR 活用に取り組んでいる。」は

78.6％であった。これは R3年度から取り組んでいる学校経営推進費事業「いつでも VR」に関する質問

項目で、学校経営計画では 60%以上を目標としていたので、大きく上回ることができた。 

 特に取り組み頻度の高い情報コミュニケーション科生が 77.4%、他の３学科生が 80%の肯定的回答であ

ったので、学科の偏りなく、学校全体の取組として進めることができた。 

 

【保護者回答】より 

・「教員は、授業でＩＣＴ機器（iPad・ディスプレイ・電子黒板等）を活用するなど教え方に工夫をし、

わかりやすい授業を行っている。」「学習の評価は、テストの得点だけでなく、いろいろな面から学習の

評価が行われている。」「学校全体に清掃が行き届いている」３項目は R3 年度から引き続き 100％とと

なり、さらに新たに「学校は、保護者の要望や意見を尊重し、教育活動に取り組んでいる」「勤労観や

職業観の育成をはじめ、進路指導（先輩の体験を聞く会、進路説明会、職場見学、職場体験、デュアル

システム、進路相談等）は適切である」「学校は、補聴器（人工内耳を含む）や聴力測定についての相

談をていねいに行っている」「生徒の健康管理が行き届き、安全な学校生活が送れるよう配慮がなされ

ている」の４項目が 100%に上昇するという、高い評価を得られた。次年度以降も継続できるよう、心

がけたい。 

・「子どもは授業がわかりやすく楽しいと言っている。」は 12%下降した。多様化する生徒のニーズに、教

員が十分に応えられていない結果と考えられるので、今後はしっかりと生徒の声を聞きながら、授業の

改善に努めていく。 

・「この学校の授業参観や学校行事に参加したことがある」は 18％上昇した。昨年度に大きく減少したの

が、取り戻された。コロナ禍の生活に慣れ、感染対策をしながらの開催・参加ができるようになったた

めと考えられる。 

 

【教職員回答より】 

・「資質向上のため、他府県を含めた先進校での講演や事例研究への参加を促進している」が 11％上昇し

た。全日本聾教育研究大会が３年ぶりに集合形態で開かれるなど、研修や講演会が昨年以上に参加しや

すい形式で開催されたためと考えられる。 



・R4年度からの新規項目「学校は、生徒の学ぶ意欲の喚起をめざして、授業や学校生活における VR/ARの

活用方法を研究している」は 89.5％であった。生徒と同じく、学校経営計画にて 60%としていた目標を

達成することができた。引き続き、研究を推し進めていって生徒へと還元していく。 



A B C D 有効回答数 満足度 R３ R２ R元

1 ・学校に行くのが楽しい。 17 26 7 6 56 76.8% 65% 65% 68%

2 ・先生は私たちのことを大切に考えている。 24 22 8 2 56 82.1% 85% 85% 80%

3 ・学校生活に関するルール（遅刻、服装、頭髪、身だしなみ、下校時間など）やその指導は適切である。 31 18 3 4 56 87.5% 90% 78% 84%

4 ・将来の進路や生き方について考える機会がある。 26 22 5 3 56 85.7% 85% 78% 79%

5 ・学校は、希望する進路についてていねいに指導している。 25 25 5 0 55 90.9% 88% 80% 85%

6 ・学校は、進路に関する必要な情報（大学、企業等）を十分に提供している。 21 25 6 3 55 83.6% 80% 75% 77%

7 ・担任は、職業適性検査やクレぺリン作業検査の結果について十分に説明している。 28 20 3 4 55 87.3% 84% 85% 88%

8 ・進学や就職などの目標を持って、毎日の学習に取り組んでいる。 18 27 7 4 56 80.4% 73% 73% 76%

9 ・資格取得に積極的にチャレンジしている。 22 21 10 3 56 76.8% 73% 67% 67%

10 ・先生は、いじめについて私たちが困っていることがあれば真剣に対応している。 26 21 5 3 55 85.5% 82% 69% 75%

11 ・担任の先生以外にも気軽に相談することができる先生がいる。 25 15 10 5 55 72.7% 79% 67% 68%

12 ・命の大切さや社会のルールについて学ぶ機会がある。 26 22 6 1 55 87.3% 88% 84% 87%

13 ・学校行事は生徒が積極的に参加できるように工夫されている。 26 22 5 2 55 87.3% 83% 82% 82%

14 ・文化祭・体育祭・教育旅行などの行事は楽しく行えるように工夫されている。 29 21 4 2 56 89.3% 87% 76% 81%

15 ・他校との交流や共同学習は意義があり、内容に満足している。 23 17 9 7 56 71.4% 75% 69% 71%

16 ・学校は私たちの障がいについてよく理解している。 30 21 5 0 56 91.1% 96% 89% 89%

17 ・先生は、聴覚障がいや生徒のコミュニケーション方法についてよく理解している。 28 20 8 0 56 85.7% 94% 93% 89%

18 ・授業の内容が分かりやすい。 20 32 4 0 56 92.9% 88% 87% 80%

19 ・先生は、授業でＩＣＴ機器（iPad・ディスプレイ・電子黒板など）を使うなど、教え方に工夫をしている。 35 21 0 0 56 100.0% 92% 91% 90%

20 ・学校では、授業や学校行事において、VRやAR活用に取り組んでいる。 21 23 11 1 56 78.6% R4新

21 ・学習の成績は、試験の点数だけでなく、生徒の努力や授業に取り組む姿勢等を含めてつけられている。 26 27 2 1 56 94.6% 94% 89% 92%

22 ・担任は、個別の教育支援計画の内容についてていねいに説明している。 31 20 3 2 56 91.1% 86% 80% 85%

23 ・部活動は活発であり、学校生活を充実させるものになっている。 19 21 12 4 56 71.4% 73% 72% 73%

24 ・学校の生徒自治会活動に関心を持って参加している。 11 23 15 7 56 60.7% 60% 65% 58%

25 ・学校は、補聴器（人工内耳も含む）や聴力測定についての相談をていねいに行っている。 33 21 2 0 56 96.4% 92% 83% 85%

26 ・学校で地震や火災などの災害が起こった場合、どのように行動すればよいか具体的に知らされている。 35 19 2 0 56 96.4% 90% 89% 95%

27 ・教室や廊下などの清掃が行き届いている。 34 19 3 0 56 94.6% 83% 76% 85%

28 ・教室、特別教室、実習室等の施設・設備は授業や学校生活がしやすいように整備されている。 32 21 1 1 55 96.4% 94% 85% 85%

29 ・学校の図書室は、読みたい本が充実している。 20 14 12 10 56 60.7% 60% 54% 60%

30 ・図書室（本の貸出・調べ物・補習・自学自習など）をよく利用している。 14 9 13 20 56 41.1% 40% 37% 34%

31 ・宿題のほか、家庭での学習に積極的に取り組んでいる。 12 21 14 9 56 58.9% 59% 61% 52%

32 ・朝ドリルは文章力の向上に役立っている。 10 16 9 20 55 47.3% 59% 54% 58.0%

81.3% 79.9% 75.4% 76.8%

令和４年度　学校教育自己診断　　　＜生徒回答＞ 大阪府立だいせん聴覚高等支援学校



A B C D 有効回答数 満足度 R３ R２ R元

1 ・子どもは学校に行くのを楽しみにしている。 15 14 8 3 40 72.5% 79% 78% 91%

2 ・学校は、保護者の要望や意見を尊重し、教育活動に取り組んでいる。 21 18 0 0 39 100.0% 98% 92% 93%

3 ・子どもは授業がわかりやすく楽しいと言っている。 15 12 12 0 39 69.2% 82% 79% 81%

4
・教員は、授業でＩＣＴ機器（iPad・ディスプレイ・電子黒板等）を活用するなど教え方に工夫をし、わか
りやすい授業を行っている。

21 16 0 0 37 100.0% 100% 92% 96%

5 ・学習の評価は、テストの得点だけでなく、いろいろな面から学習の評価が行われている。 23 15 0 0 38 100.0% 100% 90% 94%

6
・学校の生徒指導（遅刻、服装、頭髪、身だしなみ、手洗い、食事マナー、下校指導等）は適切であ
る。

19 17 2 0 38 94.7% 92% 88% 91%

7 ・学校は将来の進路や職業などについて、適切な指導を行っている。 19 20 0 1 40 97.5% 96% 94% 89%

8 ・担任は、職業適性検査やクレペリン作業検査の結果について十分に説明している。 22 9 4 1 36 86.1% 92% 98% 87%

9
・勤労観や職業観の育成をはじめ、進路指導（先輩の体験を聞く会、進路説明会、職場見学、職場
体験、デュアルシステム、進路相談等）は適切である。

23 16 0 0 39 100.0% 96% 96% 96%

10 ・学校は、生徒の自己実現に向けて積極的に資格取得にチャレンジするように指導している。 20 18 1 0 39 97.4% 94% 98% 93%

11 ・学校は、進路に関する必要な情報（大学、企業等）を十分に提供し、説明している。 17 19 2 1 39 92.3% 90% 88% 82%

12 ・学校は、いじめについて子どもが困っていることがあれば真剣に対応してくれる。 19 16 3 0 38 92.1% 94% 89% 93%

13 ・学校は子どもに生命を大切にする心や社会ルールを守る態度を養おうとしている。 17 19 2 1 39 92.3% 98% 98% 95%

14 ・学校は、教育情報について、提供の努力をしている。 17 19 2 0 38 94.7% 92% 94% 93%

15 ・学校は保護者に出す文書・事務連絡等は、適切（時期、情報量、情報内容等）である。 21 17 2 0 40 95.0% 96% 86% 98%

16 ・この学校の授業参観や学校行事に参加したことがある。 15 19 4 2 40 85.0% 67% 90% 85%

17 ・学校は、ＰＴＡ活動に積極的に取り組んでいる。 12 18 5 0 35 85.7% 84% 88% 81%

18 ・学校は子どもの障がいについてよく理解している。 23 15 2 0 40 95.0% 98% 90% 93%

19 ・学校は、日常の教育活動において、子どもの人権を十分に尊重している。 21 16 2 0 39 94.9% 96% 94% 96%

20 ・学校は、補聴器（人工内耳を含む）や聴力測定についての相談をていねいに行っている。 19 19 0 0 38 100.0% 96% 84% 82%

21 ・教員は、生徒一人ひとりの聞こえやコミュニケーション状況に応じた指導を行っている。 18 19 3 0 40 92.5% 98% 92% 87%

22 ・教員は、保護者からの相談にていねいに対応している。 22 15 1 0 38 97.4% 100% 96% 96%

23 ・担任は、保護者懇談のときに個別の教育支援計画について十分に説明し、意見を聞いている。 29 9 1 1 40 95.0% 98% 98% 95%

24
・個別の教育支援計画に記載されている内容（指導目標、指導方法、指導内容、評価等）が日々の
教育指導に反映されている。

21 17 1 0 39 97.4% 100% 94% 93%

25 ・部活動は活発であり、子どもにとって学校生活を充実させるものになっている。 15 16 4 2 37 83.8% 75% 88% 91%

26 ・文化祭、体育祭、教育旅行などの学校行事は、生徒が積極的に参加できるものになっている。 26 12 1 0 39 97.4% 98% 94% 98%

27 ・生徒の健康管理が行き届き、安全な学校生活が送れるよう配慮がなされている。 25 14 0 0 39 100.0% 98% 96% 96%

28 ・学校全体に清掃が行き届いている。 27 13 0 0 40 100.0% 100% 98% 93%

29 ・学校の教室、特別教室、実習室等の施設・設備は、学習環境の面で満足できる。 18 19 2 1 40 92.5% 92% 85% 89%

0 93.1% 93% 91.1% 91.3%

令和４年度　学校教育自己診断　　　＜保護者回答＞ 大阪府立だいせん聴覚高等支援学校



A B C D 有効回答数 満足度 R3 R2 R元

1 ・学校の教育課題について教職員で日常的によく話し合っている。 20 29 6 1 56 87.5% 87% 80% 91%

2
・日々の教育活動や問題意識や悩みについて、気軽に相談し合えるような信頼関係が職場
に存在する。

16 29 8 3 56 80.4% 84% 83% 89%

3
・教職員の適性・能力に応じた校内人事や校務分掌の分担がなされ、教職員が意欲的に取
り組める環境にある。

9 29 13 5 56 67.9% 67% 51% 74%

4 ・教育活動や校務分掌等において、Ｐ－Ｄ－Ｃ－Ａサイクルが徹底されている。 11 29 15 2 57 70.2% 61% 60% 69%

5 ・学校は、生徒の実態や保護者のニーズに応じた教育課程を編成している。 16 30 9 2 57 80.7% 81% 78% 69%

6
・教員は、生徒の実態に応じた分かりやすい授業を目指し、ＩＣＴ機器（iPad・ディスプレイ・電
子黒板等）を活用するなど、教材や指導方法を工夫している。

28 27 2 0 57 96.5% 98% 98% 95%

7
・学校は、生徒の学ぶ意欲の喚起をめざして、授業や学校生活におけるVR/ARの活用方法
を研究している。

28 23 5 1 57 89.5% R4新

8

・担任は、生徒の実態に応じて個別の教育支援計画（指導目標、指導方法、指導内容、評
価等）を作成するにあたり、生徒や保護者にていねいに説明するとともに、意見や要望を聞
いている。

27 25 3 0 55 94.5% 98% 97% 94%

9 ・教員は、教育活動を行う上で、積極的に個別の教育支援計画を活用している。 8 34 13 0 55 76.4% 69% 64% 55%

10 ・学校はカウンセリングマインドを取り入れた生徒（生活）指導を行っている。 19 35 3 0 57 94.7% 87% 82% 80%

11 ・学校は、生徒の問題行動が起きた場合、組織的に対応できる体制が整っている。 20 23 6 6 55 78.2% 81% 63% 75%

12
・学校の生徒指導（遅刻、服装、頭髪、身だしなみ、手洗い、食事マナー、下校指導等）は、
全教職員で適切かつ効果的に取り組んでいる。

13 25 15 4 57 66.7% 73% 61% 65%

13
・学校は生徒一人ひとりが興味・関心、適性に応じて進路選択ができるよう、きめ細かい指
導を行っている。

27 27 3 0 57 94.7% 95% 95% 89%

14 ・学校は、生徒の進路希望の実現のために、各学年に応じた系統的な指導を行っている。 22 30 4 1 57 91.2% 88% 87% 89%

15
・学校は、適切な勤労観・職業観を育成するために、職場見学や職場実習を積極的に実施
している。

37 18 2 0 57 96.5% 95% 97% 95%

16
・学校は、進路に関する情報（大学、企業等）の収集及び活用において十分な取り組みがで
きている。

26 22 8 0 56 85.7% 93% 93% 95%

17
・担任は、職業適性検査やクレぺリン作業検査の結果を生徒や保護者に十分に説明すると
ともに適切に活用している。

15 29 9 1 54 81.5% 77% 81% 69%

18
・学校は、生徒への適切な職場への定着指導及び、卒業生へのアフターケアを十分に実施
している。

33 18 4 1 56 91.1% 88% 92% R02新

19
・学校は、生徒の自己実現に向けて積極的に資格取得にチャレンジするように指導及び支
援をしている。

37 19 1 0 57 98.2% 95% 97% 96%

20
・学校はいじめ（疑いを含む）が起こった際の体制が整っており、迅速に対応することができ
ている。

18 26 7 4 55 80.0% 87% 88% 86%

21
・学校は教育相談体制が整備されており、生徒は学級担任以外の教職員とも相談すること
ができる。

19 26 10 2 57 78.9% 80% 88% 89%

22 ・学校は学校行事が生徒にとって魅力あるものとなるよう、工夫・改善を行っている。 24 29 4 0 57 93.0% 85% 95% 93%

23 ・学校は生徒や学校の各種情報を保護者へ発信・周知するように努めている。 21 31 3 0 55 94.5% 90% 93% 98%

24 ・学校は教育活動に必要な情報について、地域へ発信・周知するように努めている。 12 32 10 2 56 78.6% 75% 78% 85%

25 ・学校は生徒の人権を尊重し、日常の教育活動を行っている。 26 28 2 0 56 96.4% 95% 92% 93%

26
・教員は、聴覚障がいについてよく理解し、生徒一人ひとりの聞こえやコミュニケーション状
況に応じた指導を行っている。

24 30 3 0 57 94.7% 87% 85% 88%

27
・学校で地震や火災などの災害が起こった際の危機管理マニュアルを作成し、実効性のあ
る避難訓練を実施している。

23 28 5 1 57 89.5% 90% 88% 91%

28 ・学校は、健康管理が行き届き、安全な学校生活が送れるような配慮がなされている。 26 28 2 1 57 94.7% 93% 93% 95%

29
・学校の施設・設備は、日常的に点検・管理が行われ、常に安全で円滑に利用できる状態
にある。

26 28 2 1 57 94.7% 87% 92% 88%

30
・教員は、部活動を通して生徒の心身の成長を図るために適切な指導及び支援を行ってい
る。

21 29 7 0 57 87.7% 87% 87% 93%

31 ・学校は、手話の技量を向上させるための手話講習会が行き届いている。 25 27 4 1 57 91.2% 92% 93% 86%

32 ・学校は、授業力の向上のために公開授業や研究授業等に積極的に取り組んでいる。 18 29 9 1 57 82.5% 74% 78% 82%

33 ・事案に適切に対応するため、SC、SSW、臨床心理士等外部人材の活用を促進している。 19 28 8 1 56 83.9% 79% 80% R2新

34 ・資質向上のため、他府県を含めた先進校での講演や事例研究への参加を促進している。 11 32 11 2 56 76.8% 66% 57% R2新

86.8% 85% 84% 85%

大阪府立だいせん聴覚高等支援学校令和４年度　学校教育自己診断　　　＜教職員回答＞


